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新年のごあいさつ 代表理事会長 菊地 秀俊

新年あけましておめでとうございます。会員の皆様には、新たなお気持ちで
新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
さて、当協会では、県産農産物の生産振興とブランド力向上を図るため、産

地づくりや農産物のＰＲ、輸出支援など、生産から流通・販売・消費までの対
策を総合的に推進しているところです。
昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス禍の中、研修会や各種ＰＲ活動

などが制限され、我慢の一年となりましたが、生産部会とともに、いちごの新
品種とちあいかの生産振興やなしの早期成園化技術研修等を実施したほか、県

産米の消費拡大に向け、県内飲食店と連携したお米のキャンペーン等を行いました。
また、首都圏において、県産農産物を使用したメニューフェアの開催や新宿アルタビジョンでとちぎ和

牛ＰＲ動画の配信を行いました。
現在、コロナ禍も考慮し、「とちぎフレッシュメイトYouTubeチャンネル」や「アバターを活用した

いちごのＰＲ」「農産物電子カタログの作成・発信」など、新たな取組も行っています。
本年は当協会として、設立20年目を迎える節目の年となります。当協会は生産と消費を近づける重要

な機能を有しておりますので、生産者と実需者、消費者との関係づくりを強化し、マーケットインの産
地育成による売れるものづくりや新たな販路としての輸出品目拡大の支援などに取り組むことで、県産
農産物の利用拡大に努めて参ります。
今後とも、国や県の施策に対応しながら、当協会の培ったノウハウを最大限活かし、県産農産物の更な

る生産振興とブランド力向上を図っていきますので、皆様のより一層のご理解、ご支援をお願いいたし
ます。
結びに、新しい年が皆様にとりまして実り多き素晴らしい年となりますよう心から祈念申し上げ年頭の

あいさつといたします。

増刊号

シャインマスカットオンラインセミナーを開催

12月７日(火)、JAビル及びJAしもつけ大平地区営農経済センター、同岩舟地区営農経済センター、農業大学校等を結

び、県内各地域のぶどう生産者や学生など約90名が参加し、「シャインマスカットオンラインセミナー」を開催しました。

セミナーはオンラインで行いました。各会場とも参加者の皆さんは
熱心に聞き入っていました。

「シャインマスカット」を含め、ぶどう14品種の育成者

である日本大学の山田特任教授に「シャインマスカット

の品種特性と栽培管理」と題し、その特性のほか、剪

定の方法・仕立て方・縮果症対策など、栽培管理上

の注意点について講演いただきました。

その他、栃木県農業試験場から試験研究成果とし

て省力化技術の報告や、当協会から販売動向等を

情報提供しました。
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奥田シェフと
木の花ホーム秋元シェフ県産にらを使用

プレミアムヤシオマス 旬の県産野菜

～メニュー ～

・旬の野菜のバーニャカウダ 吉村農園の野菜たっぷり

・庄内浜のお魚カッペリーニ

・プレミアムヤシオマス「大滝日光サーモン」の43度調理

・吉村農園原木椎茸のパスタ

・県産米とちぎの星とフグのリゾット七草仕立て

・県産米とちぎの星とゆめみどり「ニラ」のチャーハン

・県産三元豚のイタリアン角煮と上都賀産里芋グラタン

・ズコット

奥田シェフの地産地消✖木の花ホーム地域密着イベント

12月17・18日の２日間、宇都宮市の木の花ホーム デジタルスタジオで、奥田シェフの地産地消×木の花ホーム地域密

着イベントが開催されました。

とちぎの旬彩店を経営する、とちぎ未来大使 イタリアンレストラン アル・ケッチァーノ 奥田オーナーシェフが、県産食材を楽し

く！面白く！美味しく！実演・披露しました。

実際に産地を視察した奥田シェフは、農産物に対する生産者の思いや愛情をメニューに込め、みんなが笑顔になる、オリジナ

ルの一皿を提供されました。

○黒毛和種 最優秀賞～農林水産大臣賞・栃木県知事賞ほか
磯野 均 様 （那珂川町 ＪＡなす南 ）
○交雑種 最優秀賞～関東農政局長賞・栃木県知事賞ほか
㈱野村牧場 様 （下野市 ＪＡうつのみや ）
○種牛 最優秀賞～農林水産大臣賞・栃木県知事賞ほか
小森 茂 様 （那須塩原市 ＪＡなすの ）
○特別賞 栃木県知事賞 ※県内産黒毛和種の最上位素牛生産者
松本 肇 様 （那須塩原市 ＪＡなすの ）

第38回栃木県肉用牛総合共進会を開催

「とちぎ和牛」と県産銘柄交雑牛の品質のアピールと肉用牛生産者の経営安定化を目指して、東京都中央卸売市場食

肉市場で第38回栃木県肉用牛総合共進会肥育牛の部において、交雑種を11月25日(木)に、黒毛和種を11月26日

(金)に開催しました。また令和４年10月開催予定の、第12回全国和牛能力共進会に向けて、12月９日(木)に全農とち

ぎ矢板家畜市場で種牛の部を開催しました。

黒毛和種41頭、交雑種20頭、種牛42頭の出品があり、厳正な審査を経て、農林水産大臣賞、関東農政局長賞、栃

木県知事賞を始め各賞が選出されました。

開会式 審査 種牛 最優秀賞



花き立毛共進会（スプレーマム部門）を開催

（審査風景）

バラ研究会による研修会を開催

（研修風景）

12月８日(火)、令和３年度栃木県花き立毛共進会(スプレーマム部門)の審査会を行いました。

審査員は、県・全農とちぎ等関係者で構成された５名で、推薦を受けた県内４地区６名の生産者のほ場を巡回し、

生育・品質・管理状況等について確認しました。開花

前ですが、いずれのほ場も葉・茎に勢いがあり、また管

理も行き届いていることが感じられ、審査員も苦慮し

ていました。

引き続き、１月にトルコギキョウ部門、２月にカーネー

ション部門で審査を行い、３部門の中から令和３年

度の農林水産大臣賞・県知事賞等を決定する予定

です。

12月10日(金)、栃木県バラ研究会による研修会を宇都宮市のコンセーレで行

い、生産者・関係機関・業者等計18名が参加しました。

今回は、ハウス内の適正管理と作業の効率化・省力化を目的に、統合環境制御

システムについて、イノチオアグリ株式会社とネポン株式会社２社から説明をいただき

ました。

温室内の温湿度・ＣＯ2等を自動制御するシステムは高価であることから、各生

産者にとって導入する際は、コストパフォーマンスを考慮した検討が必要になります。

県産農産物の輸出促進に向け各種取組を展開

当協会は、長年にわたり生産者団体と輸出事業者･バイヤー等との仲介役として、農産物の輸出促進に向け「土台」を

築くための商談や海外プロモーション、バイヤー招へい等の様々な取組でリーダーシップを発揮しています。この積み重ねは、

関係者の輸出に係る知識向上や、海外における農産物の理解促進、また、生産者団体等と輸出事業者とのコミュニケー

ションを強めることにつながり、特に本年度は様々な成果がでています。

梨の「にっこり」においては、タイ、インドネシア、マレーシアなどの東南アジアを中心に輸出され、輸出額は過去最高の

3,000万円を突破しました。ＪＡ全農とちぎと輸出事業者とのパイプ役として商談等を支援する中、需要に応じて最高品

位の｢秀品｣に加え「優品」も輸出できたことも一因です。また、昨年、当協会が海外向け農産物PRホームページを作成し、

その特徴や食べ方などもわかりやすく紹介したことも功を奏し、東南アジアではバイヤーが独自にSNSを活用し、ライブ動画に

よる実演販売を展開するなど、現地でも好評を得ております。

シーズン真っ盛りのいちごは、昨年度から益子町の観光農園2件と輸出事業者の直接取引で「陽苺」として独自ブランド

化し輸出しており、箱詰めやパッケージングの改良・追加を行うとともに、生産者2名を加えるなど、さらなる体制強化に努め

ています。また、新品種「とちあいか」においても、ＪＡ全農とちぎが進める試験輸出をサポートしています。

さらに、本年度から新たな試みの「テストマーケティング調査」では、生産者から要望があった、トマトやチーズなどのテスト輸

出を順次実施しており、海外バイヤー等の意見を参加者にフィードバックし、アフターフォローも含め、新たな品目の輸出につ

なげます。

例年実施している海外バイヤー招へいは、新型コロナウイルス禍により渡航困難のため、オンラインによる各種輸出品目に

係る意見交換等を、十分にコミュニケーションが図られるよう工夫を凝らして実施する予定です。

マレーシアにおけるにっこり

のPR販売の様子

「陽苺」初出荷にて テストマーケティング調査打合せの様子



とちぎの花でスマイルアップ in ＮＨＫ（１２月分）

～毎週金曜日 ＮＨＫ総合テレビ ～
「ちょこトチ！」（11:50～54）、「とちぎ６３０」（18:30～） 12/3 シクラメン

澤田浩孝氏（那須塩原市）

12/10 バラ
木戸雅人氏（足利市）

12/17 葉牡丹(切花用)
木村一喜氏（高根沢町）

12/24 シンビジウム
松島清文氏（鹿沼市）

※ 令和４年１月の紹介予定は、以下のとおりです。
1/ 7（金） 胡蝶蘭 下都賀地区

14（金） サイネリア 上都賀地区
21（金） ＬＡユリ 塩谷南那須地区
28（金） プリムラジュリアン 上都賀地区

12月は、冬を代表する花で可愛く華やかに４月頃まで楽しめる
シクラメン、ビロードがかった深紅色の大輪が美しいサムライ０８の
バラ、白系に色水を吸わせて複数の鮮やかな色合いが楽しめる葉
牡丹(切り花用)、白と落ち着いたピンクが美しく「がんばれ日本」と
いうオリジナル品種のシンビジウム(洋ラン)、４種類の県産花きをご
紹介しました。

「とちぎフレッシュメイトYouTubeチャンネル」♯10 いちご王国からの贈り物【重大発表あり】を公開しました。
今回は、いちご王国の品種を食べ比べし、特徴や美味しさをお伝えしていますので、ご覧ください。
最後に、フレッシュメイトから、「いちご王国からの贈り物」について重大発表がありますので、最後までお楽しみください。
また、こんにゃくについても収穫やこんにゃく作り体験の様子も配信していますので、そちらもぜひご覧ください。
「♯9 Let’sこんにゃくづくり」

予告：「♯11 野菜ソムリエプロ直伝！
簡単いちごスイーツづくり」 ♯特別編 Happy New（乳）Year

木の花ホーム「クル・ケッチァーノ」
秋元シェフに協力を得て、“体の中か
らポッカポッカ牛乳レシピ”を、栃木
県牛乳普及協会とコラボレーションで、
皆さんにお伝えいたします！
ぜひお楽しみに💛

〇チャンネル名：とちぎフレッシュメイトチャンネル https://youtu.be/_OQjJJlJAkQ
〇配 信 日：令和3年12月25日(金)
〇タ イ ト ル：「♯10 いちご王国からの贈り物【重大発表あり】」
〇予 告：「♯特別編 Happy New(乳) Year」 1月上旬公開予定

「♯11 野菜ソムリエプロ直伝！ 簡単いちごスイーツづくり」 1月中旬公開予定

牛乳の消費拡大に向けて急遽、
近日公開予定！



サンス・エ・サヴール (株)SUU・SUU・CHAIYOO

（スースーチャイヨー）

【東京開催店舗】

栃木ブランド食材フェアの開催について

■開催概要

１．イベント名：栃木ブランド食材フェア

２．開催期間：・東京都内 2022年２月10日(木)～２月27日(日)

※日比谷OKUROJIは２月15日(火)～27日(日)

・大阪市内 2022年１月28日(金)～２月27日(日)

３．テーマ食材：とちぎ和牛、とちぎの星、いちご、栃木県産の青果物

４．参加店舗：・東京都内 20店舗予定

・大阪府内 12店舗予定

東京都内に加え、いよいよ大阪市内を舞台に、お米、和牛、いちごなどの栃木県を代表する食材を使用した限定メニューを

提供する「栃木ブランド食材フェア」を開催します。（東京都内は開催３年目、今年度第３回目、大阪市内は２年目）。

栃木県が誇る「とちぎの星」「とちぎ和牛」「いちご」「各種野菜」「プレミアムヤシオマス」など、バラエティ豊かで魅力溢れる県産

農産物の美味しさを各参加店からオリジナルメニューで提供します。

店舗名 住所 電話番号 代表者

焼肉 大淀屋 大阪府大阪市福島区福島8-8-23 080-3776-2911
代表

永井 孝資

開催期間：2022年1月12日(水)～17日(月)
10:00～19:00（最終日は16：00まで）

会 場：福田屋ションピングプラザ宇都宮店 3階 大催事会場
主 催：栃木県洋蘭生産組合

・大即売会開催
・洋蘭切り花プレゼント

(毎日先着100名様 お買い上げのお客様のみ)

とちぎ和牛の和風煮込み とちぎ和牛ととちぎの星の
味噌バターとろろご飯

【大阪開催店舗】 「丸亀」昨年のメニュー



一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和４年１月発行）
TEL: 028－616－8787 FAX: 028－616－8715

http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

5日(水) スーパーコーチ個別指導 （上河内町）

12日(水) 〃 （上三川町）

とちぎ蘭展 ～17日(月) （FKD宇都宮店）

13日(木) 立毛共進会(トルコギキョウ) （足利市）

スーパーコーチ個別指導 （鹿沼市）

15日(土) いちご王国プロモーション （県庁・上野駅）

スーパーコーチ個別指導 （鹿沼市）

16日(日) いちご王国プロモーション （上野駅）

18日(火) 凍霜害対策研修会(県南地区) (NOSAIとちぎ県南支所)

19日(水) 栃木県農業大学校輸出セミナー (栃木県農業大学校)

21日(金) 凍霜害対策研修会(県央地区第1回、2回) （JAビル）

24日(月) スーパーコーチ個別指導 （上三川町）

26日(水) スーパーコーチ個別指導

27日(木) 凍霜害対策研修会(県北地区) (大田原市文化会館）

サンシャインシティ アルパレス
トラン街(東京・池袋)にて、新品種
「とちあいか」を使用したオリジナ
ルスイーツフェアを１月28日(金)～
１月30日(日)３日間限定で開催し
ます。 新品種「とちあいか」 写真はイメージ
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